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恩師郡場i専土主和歌山鯨丙牟妻都栗柄川に Palaeodictyon の化石を採集の際土地の有力者より
先生にJ軍基を頼まる Q 先生は即座に墨痕鮮かに「化石は自黙の歴史な! J J と書かれたことを記憶し
て居るけ賓に古生物は自然の隈史の献金の役割をなす。めでS cott 氏等が1912年南極探院の
臨途 Beardmore 氷河にて採集せ忍 Glossopteris ( 古生代の種子羊歯〉を悪ヲミ{ 度主戦ひ苦難の未，
皇室に全員艶れfこるも最後まで重い化石を離さぎりしは有名なる話なれ、

1927年 f昭和十年) 官時の満訓| 園にて松花江の浅瀬をな〈せん t して先すe三姓「牡丹江の松花江;
への合流点) 附近の浅瀬を凌諜せり Q 其の節 ui1 shale 1 : 石炭を得，之を滅畿にで調査せるに oil
shale の泊は 1 5 %あち撫順の oil shale の泊が 5 %なるに比しては有望に考へちる。相伴ふ石炭
は蛇よち落下し? こるものう如〈想像さる、も読泊を混在す。此の附近に使用せる石炭は中生代の鶴
岡炭にして理泊な〈又 oil shale '¥こは ComptonihpyIIum の植物化石あち，其の後 BohIin g の結
果は Sequoia を多産せり， oil shale の油は換期に反し29泊二週ぎぎりしも茨屠は23-25mの厚唐
なるを知れしか〈全〈露頭のなき地帯に暁拍， Comptoniphyllum，及び Sequoia の植物化石

‘ーよち少なから 5 る第三紀の石炭が地下に存在することを確定せち( 嘗時の事業にfこす『さはち Tこる北
岡，原口雨技師談〉

部分として出現し，且外形等も少なからす費化して，居るのが古生物の遇l生であるから其の検定に
は比較的蔑存し易き部分に就き日頃現世のものに注意し比較研究するの外なし。建存せる部分の凡
でが遺体研究に役立つものにあらす。物によl ) ，なし易き部分と黙ら 5 る部分あち，前者を護見する
の要ゐるはあたかも爆撃せられ? こる焼跡に散爵Lせる様みの部分より嘗時の家屋の性質，名稿，所属
等を知るに等し，卸ち煉瓦ヲ敷石等によりでは家屋の性質の一部は知らるも更に名稿所属を知るに

は文字入りの器物を多数に得て初めて之をよくす。植物遺体の内，輩、葉は粕々煉瓦，敷石に等し〈
種子及。J果買は種の特性を表示し，文字の入ち fこる器物にも比すべきものなち。か〉るものを採集
するには相富の努力を必要とす Q

か〈して決定せちれTこる複は其の時代に於げる或る小枝に宮る Q 其の小枝が今話J f I 申ぴつ〉ありや

既に成長を休止せるやは現今のもの E比較し初めて之をよくす。現世植物のみにては今将に枯死に
瀕しっ、ゐる小牧か将又新7こに伸びっ、ある校なるやは遺体の連絡を介して初めてよくせらる〉も
のなれ遺体はか{ 遁去 t現在 Eを結ぶ上に大切なる研究資料Tこるのみならす志向其の地に於けるフ
ロラの境運並に其の地に於ける地形，気候の理化を知る上に欠〈べからぎる資科なち Q

か、る F資料は土採、場，土木工事場，浸蝕せられつ冶ある海岸叉は河岸にて得らる、ものなり。過

去に生育せるもの h 内遺' * となるものは至って稀にして又出現の樫舎も稀なることなれば多〈の人

# の注意を劫はぎる時はあ? こら貴重なる資料も暗に葬らる。幸ひ兵庫牒には明石の海岸のみならす'
甲山の周塗，淡路の所み並に白川附近には杢閣にでも稀にみる積物化石産地あち。願〈ぱー屠大い

に注意せられ東亜の過去 E未来に封し考察し得る之等の貴重なる自然の材料のま芝見と保存に議カせ
られんこ左を切に願ふものな1 ; u  ( 昭和二十三年十二月三十日〉

- 6 ー


